




















































た 196 例の治療ケースがきわめて多様で、一つ一つ個性的であった。例えば、liboko （お
そらくクワシオルコール症）という病いの治療ケース 15 例では、合計 11 種類の薬が利用
され、そのうち 1 種類だけ 5 例観察され、他の 10 種類はすべて 1 例だけであった。この例
のように、ある病に利用される薬には、主要なものと思える薬もあるにはあるが少なく、
大半は治療者（あるいは患者）独自の知識に基づくと思える多種多様な薬が記録された。
これもまた別な調査地では異なる利用薬構成が得られる可能性を示唆する。医療の情報セ
ンターとして機能する呪術医や機構をもたないバカ社会では、病観や病因論など理論的側
面については各地域集団に共通するものはあっても、病いの診断、治療など実践面におい
ては各集団を取り巻く自然・社会環境、さらには個人的条件によって変異しているのでは
ないだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
